
 

辞
め
る
辞
め
る
の
大
合
唱
で
し
た
第
四
十
一
回
の
コ
ツ
通
り

盆
踊
り
大
会
が
、
今
月
の
二
十
六
日
二
十
七
日
の
両
日
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

盆
踊
り
大
会
を
辞
め
よ
う
と
し
た
最
大
の
理
由
は
商
店
会
の

会
員
で
あ
る
小
売
商
の
廃
業
で
す
。
今
年
に
入
り
、
ま
る
か
そ

ば
店
、
新
柳
湯
、
飯
田
肉
屋
、
横
山
商
会
等
が
廃
業
し
、
百
三

十
軒
あ
っ
た
加
盟
店
は
現
在
で
は
六
十
軒
に
減
少
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
資
金
不
足
、
人
手
不
足
そ
れ
に
店
主
の
高
齢
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
先
輩
達
が
築
き
上
げ
て
き
た

盆
踊
り
大
会
を
辞
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
考
え
て
皆
様
の
知
恵
と
資
金
協
力
を
願
っ
て

盆
踊
り
大
会
は
継
続
し
て
行
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

盆
踊
り
大
会
の
あ
る
二
十
六
日
土
曜
日
に
は

松
尾
芭
蕉
お
く
の
細
道
千
住
大
橋
渡
り
が
あ
り

ま
す
。
区
の
観
光
課
の
企
画
で
百
五
十
人
規
模

で
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
が
見

物
に
集
ま
っ
て
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

長
い
年
月
、
踊
り
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
藤
川
流
家
元

藤
川
登
十
郎
先
生
の
お
母
様
と
引
き
継
い
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

家
元
藤
川
登
十
郎
先
生
に
は
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

ま
た
、
大
勢
の
会
員
以
外
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

多
数
の
踊
り
手
の
方
々
、
見
物
に
来
て
頂
く
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
故
の
無
い
よ
う
に
万
全
の
注
意

を
役
員
一
同
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

店
を
開
け
て
い
る
店
舗
が
少
な
く
賑
わ
い
を
創
り
出
す
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
が
、
夜
店
も
全
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
店
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
コ
ツ
通
り
盆
踊
り
大
会
に
い
ら
し
て
、
過
ぎ
行
く
夏

の
夜
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。コ

ツ
通
り
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

私
は
、
今
年
も
非
常
勤
講
師
で
高
専
・
大
学
に
行
っ
て

い
ま
す
。
常
勤
の
時
よ
り
も
多
い
授
業
を
持
っ
て
い
ま
す
。

月
曜
四
時
間
：
高
専
二
年
生
実
習
（
受
動
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
の
製
作
）
，
火
曜
四
時
間
：
一
年
生
も
の
つ
く
り
実
習

（
手
仕
上
げ
・計
測
・鋳
造
・溶
接
・面
白
い
も
の
つ
く
り
），

木
，
金
曜
二
時
間
：
専
攻
科
（
高
専
五
年
の
上
に
さ
ら
に

二
年
間
の
学
生
）
科
学
技
術
史
（
後
期
は
技
術
史
）
，
同

二
時
間
：
四
、
五
年
生
機
械
力
学
（
機
械
振
動
学
で
す
）

の
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

後
期
は
こ
れ
ら
に
加
え
金
曜1

限
に
五
年
生
・
特
別
講

義
（
中
身
は
技
術
史
）
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
木
曜
の

朝1

限
に
は
通
年
で
千
葉
商
科
大
学
（
市
川
市
・
国
府

台
に
あ
り
ま
す
）
の
現
代
技
術
論
と
い
う
教
養
科
目
も

持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
月
・
火
・
木
・
金
は
授
業
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
し
か
し
賃
金
は
常
勤
の
時
の
二
十
％
で
す
。

非
正
規
労
働
者
の
悲
哀
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
は
各
種
活
動
に
充
て
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

都
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
か
つ
て
の
職
業
訓
練

校
）
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
師
・
中
嶋
祥
子
先
生
の
解
雇
争
議
支
援
の

都
庁
前
で
の
宣
伝
行
動
で
す
。
中
嶋
先
生
は
以
前
、
航

空
高
専
の
機
械
工
学
科
の
学
生
さ
ん
に
製
図
の
授
業

を
非
常
勤
講
師
で
、
お
願
い
し
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で

今
七
十
歳
で
す
が
、
ま
だ
休
ま
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
仕
事

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
私
は
、
幼
少
の
頃
か
ら

下
町
の
川
に
架
か
る
橋
の
景
観
が
好
き
で
す
。
例
え
ば
、
祖
母
と
浅
草
か
ら

隅
田
川
の
水
上
バ
ス
に
乗
る
度
に
「
吾
妻
橋
、
駒
形
橋
、
厩
橋
…
」
と
様
々

な
デ
ザ
イ
ン
の
橋
を
川
面
か
ら
眺
め
て
楽
し
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
「
日
本
橋
を
覆
う
首
都
高
の
撤
去
と
地
下
化
の
計
画
」

の
話
題
を
目
に
し
ま
し
た
。
過
去
に
も
何
度
か
こ
の
よ
う
な
話
が
出
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
今
回
は
少
し
実
現
性
が
高
く
な
っ
た
よ
う
で
、
非
常
に
楽
し

み
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
道
路
網
の
始
点
で
あ
り
、
現
在
は
重
要
文
化
財
で

あ
る
日
本
橋
の
真
上
に
無
粋
な
高
速
道
路
が
架
け
ら
れ
た
の
は
前
回
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
頃
で
す
。
そ
の
頃
の
日
本
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
の
真
っ
只
中
で
あ
り
、
効
率
や
ス
ピ
ー
ド
が
優
先
さ
れ
る
一
方
で
、
惜
し

む
ら
く
は
景
観
や
環
境
と
い
っ
た
視
点
は
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
わ
が
街
・
南
千
住
に
も
存
在
感
の
あ
る
立
派
な
橋
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
、
日
光
街
道
の
「
千
住
大
橋
」
で
す
。
現
在
の
橋
は
昭
和
２
年
（
１
９

２
７
年
）
の
架
橋
で
す
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど90

年
の
節
目
に
な
り
ま
す
。

リ
ベ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
打
ち
込
ま
れ
た
武
骨
で
力
強
い
鋼
鉄
の
ア
ー
チ
や
、

上
部
の
「
大
橋
」
と
右
か
ら
左
に
書
い
て
あ
る
プ
レ
ー
ト
に
重
厚
な
風
格
を

感
じ
ま
す
。
こ
こ
も
、
や
は
り
高
度
成
長
期
の
昭
和
48
年
に
上
り
方
向
専
用

の
新
橋
が
ピ
ッ
タ
リ
と
真
横
に
架
け
ら
れ
、
そ
の
支
障
に
な
る
た
め
か
旧
橋

の
下
流
側
の
親
柱
（
＝
橋
の
欄
干
の
両
端
に
建
っ
て
い
る
装
飾
灯
な
ど
が
施

さ
れ
た
柱
。
上
流
側
は
12
年
前
に
照
明
な
ど
美
し
く
復
元
さ
れ
て
い
る
。
）

が
削
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
横
か
ら
橋
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
し
て
、
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
千
住
大

橋
に
も
美
し
い
景
観
が
蘇
っ
た
ら
い
い
な
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
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土
・
日
は
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ず
営
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！
】
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８
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（
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）
９
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火
）
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・
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（
木
）

★
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（
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金
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６
時
30
分

土
・
日
・
祝
…
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10
時
～
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５
時

メ
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ア
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辞
め
な
い
ぞ
! 
盆
踊
り

下
町
の
美
し
い
「
橋
」
の
景
観
を
考
え
る


